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分野（ 7 名）、家族・福祉・共生分野（ 7 名）、住生活分野（ 4 名）の合計52の分野があげられた。
(3)　AIやIoTなどを活用して、実用化したり開発したいモノやコトは何か。
　受講生が回答した実用化したり開発したいモノやコトは、ライフスタイル（ 5 件）、社会生活（ 4 件）、














































ポテト試料（男爵マッシュ Cと称する）も調製した。また、男爵マッシュ H、男爵マッシュ Cおよび生の
ジャガイモをヨウ素デンプン反応により呈色させ、280倍の倍率で光学顕微鏡を用いてデンプンの様子を




































































































































































































































・Society5.0 になると、家具などに AI が組み込まれ IoT でつながることで、便利さが高まっていくと思います。動画の中では、すでに実施されてい
るもの、これから出てくるものなどの紹介がありましたが、今までとの生活とは違いすぎて戸惑いもありました。AI に頼りすぎて人間が存在価値
や役割などを失っていくのではないかと不安に思った。












・AI や IoT と家政学が密にかかわってくるとは思いもしなかった。
・私は学校の教科で政治経済をとっていて、AI のことを勉強しているのでそれと照らし合わせて聞けてとても面白かったです。普段勉強しているも
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